
　
火
災
へ
の
対
応
で
重
要
な
の
は
初
期
消
火
。
消
防
隊
が

来
る
ま
で
の
間
に
、
ど
こ
ま
で
火
の
ま
わ
り
を
抑
え
ら
れ

る
か

。
不
特
定
多
数
の
人
が
訪
れ
る
百
貨
店
や
ホ
テ

ル
、
大
規
模
ビ
ル
な
ど
に
は
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
が
消

防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
自
衛
消
防
組
織
の
初
期
消
火

へ
の
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
、
各
消
防
署
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

審
査
会
で
技
量
競
う

初期消火は自営組織におまかせ

審
査
会
本
番
に
向
け

た
放
水
訓
練

　
東
京
消
防
庁
日
本
橋
消
防
署

は
管
内
の
事
業
所
を
対
象
に

「
自
衛
消
防
訓
練
審
査
会
」
を

実
施
し
て
い
る
。
自
衛
消
防
訓

練
審
査
会
は
登
録
し
た
企
業
・

事
業
所
か
ら
３
人
１
隊
で
参
加

し
、
初
期
消
火
活
動
の
技
量
を

競
う
。
消
火
器
・
屋
内
消
火
栓

の
使
い
方
、
１
１
９
番
通
報
、

建
物
内
の
避
難
誘
導
に
対
し
、

時
間
、
動
き
、
声
掛
け
な
ど
消

防
操
法
の
一
挙
手
一
投
足
が
審

査
さ
れ
る
。

　
９
月

日
９
時
か
ら
東
京
・

日
本
橋
浜
町
の
浜
町
公
園
で

「
２
０
１
３
年
度
第

回
記
念

自
衛
消
防
訓
練
審
査
会
」
が
開

か
れ
、

事
業
所
か
ら

隊
が

参
加
す
る
。
審
査
会
本
番
に
向

け
て
８
月

、

の
両
日
、
近

隣
の
小
学
校
で
実
践
さ
な
が
ら

の
事
前
放
水
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
放
水
訓
練
を
行
う
唯
一
の

機
会
な
た
め
、
参
加
隊
は
消
防

隊
員
の
前
で
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
ん
だ
。

　
百
貨
店
「
高
島
屋
日
本
橋

店
」
か
ら
男
性
３
人
、
女
性
３

人
の
２
隊
が
参
加
し
た
。
婦
人

服
や
紳
士
服
売
り
場
で
働
く
従

業
員
が
集
ま
り
、
１
週
間
に
３

回
の
練
習
を
積
ん
で
き
た
。
朝

礼
時
な
ど
１
カ
月
に
一
度
、
地

震
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る

が
、
屋
内
消
火
栓
を
見
た
り
触

っ
た
り
す
る
機
会
は
な
い
の

で
、
実
際
の
使
い
方
が
分
か
る

と
反
響
が
あ
っ
た
。
高
島
屋
日

本
橋
店
の
坂
本
武
夫
副
店
長
は

「
安
心
で
安
全
な
環

境
を
用
意
す
る
こ
と

は
顧
客
と
従
業
員
を

守
る
た
め
に
必
要
。

地
域
か
ら
求
め
ら
れ

る
役
割
に
応
え
る
た

め
に
も
、
普
段
か
ら

訓
練
し
て
い
る
。
自

主
防
災
の
意
識
を
啓

発
す
る
た
め
、
審
査

会
に
参
加
し
て
い

る
と
い
う
。

　
審
査
会
は
技
量
を
競
う
だ
け

で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
自
衛
訓

練
を
行
う
き
っ
か
け
を
つ
く

る
。
参
加
す
る
企
業
・
事
業
所

は
従
業
員
や
地
域
を
守
る
意
志

が
高
く
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
獲

得
に
つ
な
が
る
。
審
査
会
の
結

果
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
も

な
る
と
、
各
隊
は
全
従
業
員
の

思
い
を
背
負
い
、
審
査
会
に
挑

む
。

地
下
街
な
ど
対
策
急
務
消
防
庁
、
新
基
準
を
検
討

検討部会では活発な意見交換が行われた

　
現
行
の
消
防
用
設
備
の
設
置
基
準
は
平
常
時
の
火
災
を
想
定
し
て
お
り
、
施
設
の

用
途
に
関
係
な
く
同
様
な
消
防
機
能
を
発
揮
で
き
る
規
定
と
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
で
は
建
物
に
よ
っ
て
消
防
設
備
の
被
害
は
異
な
っ
た
。
施
設
の
規
模
・
用
途

に
適
し
、
大
規
模
地
震
時
に
も
対
応
す
る
機
能
を
考
慮
し
た
消
防
用
設
備
を
見
直
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
夏
、
全
国
各
地
で
局
地
的
な
豪
雨
が
発
生
し

た
。
７
月

日
、
山
口
県
と
島
根
県
で
記
録
的
大
雨

は
発
生
し
、
山
口
市
で
は
１
時
間
に
１
４
３

の
雨

量
を
観
測
し
た
。
複
数
の
積
乱
雲
が
次
々
と
発
生
し

巨
大
化
す
る
「
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
型
」
で
、
短

時
間
に
大
雨
を
降
ら
す
。
こ
う
し
た
現
象
は
全
国
各

地
で
見
ら
れ
、
常
に
危
険
は
潜
む
。
大
雨
を
事
前
に

察
知
し
、
自
分
で
行
動
を
起
こ
す
新
た
な
技
術
も
誕

生
し
て
い
る
。

消防機能見直しへ

風水害まず事前察知

気象庁が「特別警報」ネットアプリ無料で提供

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　

　
東
日
本
大
震
災
で
は
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
、
自
動
火
災
報

知
設
備
、
誘
導
灯
な
ど
の
消

防
用
設
備
な
ど
に
破
損
や
誤

作
動
の
被
害
が
あ
っ
た
。
大

規
模
地
震
の
発
生
時
に
は
消

防
隊
の
早
期
到
着
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
自
動
消
火
設
備

の
役
割
は
大
き
い
。
建
物
内

に
い
る
人
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
防
火
機
能
を

失
わ
ず
に
、
建
物
の
特
徴
に

配
慮
し
た
設
備
導
入
が
必
要

不
可
欠
だ
。
教
訓
を
生
か

し
、
有
効
な
手
段
を
検
討
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
そ
こ
で
、
火
災
安
全
性
の

政
策
推
進
の
た
め
、
８
月
８

日
に
総
務
省
消
防
庁
が
「
第

１
回
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

・
首
都
直
下
地
震
等
に
対
応

し
た
消
防
用
設
備
等
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
部
会
」
を

開
い
た
。
検
討
部
会
で
は
消

防
用
設
備
の
設
置
基
準
に
お

い
て
、
大
規
模
地
震
に
備
え

た
耐
震
基
準
の
新
設
を
検
討

し
た
。

　
意
見
が
あ
が
っ
た
の
は
、

建
物
の
深
層
化
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。
深
層
化
に
伴
い
、

消
防
無
線
の
不
感
地
帯
と
な

る
可
能
性
を
持
つ
部
分
が
増

え
て
い
る
。
地
下
階
の
火
災

で
は
濃
煙
が
充
満
し
内
部
の

状
況
把
握
が
難
し
く
、
消
防

隊
の
現
場
活
動
が
困
難
を
来

す
。
そ
の
た
め
、
消
防
隊
相

互
間
の
消
防
無
線
の
活
用
は

必
要
不
可
欠
。

　
円
滑
な
消
防
活
動
に
お
い

て
、
移
動
局
無
線
機
と
基
地

局
無
線
機
を
無
線
連
絡
す
る

「
無
線
通
信
補
助
設
備
」
の

効
果
は
大
き
い
。
法
令
で
は

延
べ
面
積
１
０
０
０
平
方

以
上
の
地
下
街
、
東
京
都
の

火
災
予
防
条
例
で
は
地
下
の

階
数
が
４
以
上
で
か
つ
地
階

の
延
べ
面
積
が
３
０
０
０
平

方

以
上
に
無
線
通
信
補
助

設
備
の
設
置
を
義
務
付
け
て

い
る
。
地
下
街
以
外
で
も
一

定
の
対
策
が
必
要
で
、
全
国

的
な
対
応
も
重
要
に
な
る
。

　
検
討
部
会
の
部
会
長
で
あ

る
松
本
洋
一
郎
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
は

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん

で
な
に
を
す
べ
き
か
考
え
る

の
は
喫
緊
の
課
題
。
自
立
分

散
的
に
災
害
に
対
応
す
る
の

が
大
切
で
あ
る
」
と
意
見
を

述
べ
た
。
業
種
、
建
物
の
用

途
な
ど
に
よ
っ
て
抱
え
る
問

題
は
異
な
る
た
め
、
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
た
め
に
は
検
討

部
会
の
役
割
は
大
き
い
。
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
、
積
極
的
な
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
く
。

　
地
球
温
暖
化
で
地
表
と
上

空
の
熱
の
差
が
広
が
り
、
積

乱
雲
が
発
生
し
や
す
く
な

り
、
局
地
的
な
豪
雨
が
増
え

て
い
る
。
都
市
は
深
層
化
が

進
み
冠
水
し
や
す
く
、
豪
雨

に
弱
く
な
っ
て
い
る
。
普
段

か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
、
自
己
判
断
で
き
る
よ
う

に
防
災
の
力
を
身
に
付
け

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
気
象
庁
は
災
害
に
対
す
る

危
機
感
を
伝
え
る
た
め
、
８

月

日
に
「
特
別
警
報
」
の

運
用
を
開
始
し
た
。
警
報
の

発
表
基
準
を
大
き
く
超
え
る

大
雨
、
暴
風
、
高
潮
、
波

浪
、
暴
風
雪
、
大
雪
な
ど
に

対
し
、
市
町
村
や
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
最
大
限
の

警
戒
を
呼
び
か
け
る
。

　
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た

際
は
、
数
十
年
に
一
度
し
か

な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
、
直

ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き

る
限
り
情
報
を
収
集
し
、
個

人
で
災
害
状
況
を
判
断
し
て

適
切
な
行
動
を
早
急
に
取
っ

て
い
く
。

　
日
本
気
象
協
会
は
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ

ア
イ
フ
ォ
ー

ン

、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

ア
イ
パ

ッ
ド

、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
　
ｍ
ｉ

ｎ
ｉ
対
応
の
ア
プ
リ
「
Ｇ
ｏ

雨
！
探
知
機
―
Ｘ
バ
ン
ド
Ｍ

Ｐ
レ
ー
ダ
」
を
無
料
で
提
供

し
て
い
る
。
同
ア
プ
リ
は
国

土
交
通
省
の
Ｘ
バ
ン
ド
Ｍ
Ｐ

レ
ー
ダ
ー
で
観
測
し
た
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
雨
量
デ
ー
タ

を
、
カ
メ
ラ
画
面
上
に
重
ね

て
表
示
す
る
。

　
ア
プ
リ
を
起
動
し
、
カ
メ

ラ
を
下
に
向
け
る
と
自
分
が

立
っ
て
い
る
場
所
を
中
心
に

半
径
５

以
内
、
上
に
向

け
る
と
２
５
０

間
隔
の
非

常
に
細
か
い
雨
量
情
報
が
表

示
さ
れ
る
。
１
分
更
新
で
、

周
辺
の
雨
量
状
況
を
把
握
で

き
る
。
地
下
街
で
利
用
す
れ

ば
地
上
の
様
子
が
分
か
り
、

雲
に
カ
メ
ラ
を
向
け
れ
ば
雨

雲
か
判
断
で
き
る
。
気
軽
に

使
え
て
視
覚
に
訴
え
る
た

め
、
個
人
の
防
災
対
策
と
し

て
有
効
だ
。
観
測
範
囲
は
政

令
指
定
都
市
を
中
心
に
広
が

っ
て
お
り
、
順
次
拡
大
を
予

定
し
て
い
る
。


